
【
右
】
今
季
初
登
板
と
な
っ
た

片
山 

                                    

初
戦
の
先
発
は
エ
ー
ス

今
永
。「
自
分
の
力
が
出
せ
て

い
な
い
」と
語
っ
た
よ
う
に
、

万
全
と
は
言
え
な
い
投
球
と

な
っ
た
。 

初
回
、
味
方
の
失
策
で
走

者
を
出
す
と
、
２
点
本
塁
打

を
浴
び
、
先
制
点
を
許
し
て

し
ま
う
。
こ
れ
以
上
の
失
点

は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
が
、
２
回
，
５
回
と
四
球

で
走
者
を
背
負
う
と
、
後
続

を
打
ち
取
れ
ず
５
回
４
失
点

で
マ
ウ
ン
ド
を
降
り
た
。 

後
を
任
さ
れ
た
片
山
は

７
回
、
一
死
か
ら
三
者
連
続

で
安
打
を
放
た
れ
、
２
点
を

奪
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
８
回

に
は
打
者
一
巡
の
猛
攻
を
受

け
、
４
失
点
。
意
地
を
見
せ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

打
線
は
７
回
ま
で
、
好
機

を
作
る
も
生
か
せ
ず
沈
黙
。

終
盤
に
は
連
続
安
打
で
出
塁

す
る
も
、
10
点
差
を
埋
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 文
＝
二
宮
優
里
亜 

写
真
＝
笠
原
嘉
高 

    

初
回
、
米
満
一
聖(

市
２)

の
二
塁
打
と
相
手
の
野
手
選

択
な
ど
で
無
死
２
、
３
塁
と

す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
試
合

の
流
れ
を
払
拭
す
る
か
の
ご

と
く
、
前
田
滉
平(

法
４)

の

左
中
間
へ
の
２
点
二
塁
打
で

先
制
す
る
。 

先
発
東
野
は
序
盤
ピ
ン

チ
を
招
く
も
の
の
落
ち
着
い

た
投
球
を
見
せ
、
味
方
の
援

護
を
待
つ
。 

チ
ャ
ン
ス
は
７
回
に
や

っ
て
き
た
。
６
回
に
守
備
か

ら
入
っ
た
恒
川
は
、
２
死
１

塁
の
場
面
で
試
合
を
決
定
づ

け
る
大
学
１
号
の
右
越
２
点 

本
塁
打
を
放
っ
た
。
西
村
監

督
は
恒
川
に
つ
い
て
「
し
っ

か
り
振
れ
て
い
る
。
こ
の
夏

か
ら
力
を
発
揮
し
始
め
て
今

日
も
自
分
の
ス
イ
ン
グ
が
で

き
て
い
た
」
と
活
躍
を
振
り

返
っ
た
。 

東
野
は
、
序
盤
こ
そ
危
な

か
っ
た
も
の
の
、
気
迫
あ
ふ

れ
る
好
投
で
相
手
打
線
を
９

回
７
安
打
無
失
点
に
抑
え
た
。

「
こ
こ
で
負
け
た
ら
最
下
位

な
の
で
絶
対
勝
と
う
と
思
っ

て
い
た
」
と
勝
ち
へ
の
思
い

を
滲
ま
せ
た
。 

こ
れ
ま
で
投
打
の
か
み

合
わ
な
い
試
合
が
続
い
て
い

た
駒
大
。
勝
ち
と
い
う
結
果

の
中
で
も
、
主
将
の
巻
木
周

平(

経
４)

は
「
凡
退
し
て
い

る
打
者
や
そ
の
内
容
が
全
然

変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
次
に

向
け
て
の
反
省
を
語
っ
た
。 

 文
＝
寒
川
朋
子 

 

駒 大 ０００ ０００ ０１１＝２ 

亜 大 ２１０ ０１０ ２４×＝10 

       打安点 

(４)米 満  ３００ 

H4 田中佑 ２００  

(８) 小 川 ４２１ 

(６) 前 田 ４００ 

(７) 川 合 ３００ 

H  伊藤修 １００ 

DH永 山  ２１０ 

RD島 田  ０００ 

H  松 尾 ０００ 

(3) 内 山 ４００ 

(９) 長谷川 ３００ 

H  高 石 １１０ 

(５) 巻 木 ３２０ 

(２) 高橋亮 ２００ 

H  恒 川 １１０ 

R  林 慧 ０００ 

2   岡 田 ００１ 

      計 33７２ 

 

      回  打安責 

●今 永 ５ 23３３ 

  片 山 ３ 18６３ 

2015年度秋季リーグ戦 

第５週 ９月 29日 

０勝１敗 

 

勝
ち
点
０
で
迎
え
た
亜
大
戦
。
絶
対

に
負
け
ら
れ
な
い
初
戦
だ
っ
た
が
、
今

永
昇
太(

経
４)

、
片
山
雄
貴(

商
４)

の

４
年
生
投
手
陣
が
、
相
手
打
線
に
攻
略

さ
れ
大
量
失
点
。
打
線
は
終
盤
に
追
い

上
げ
を
見
せ
る
も
、
反
撃
及
ば
ず
。
専

大
戦
か
ら
３
連
敗
と
な
っ
た
。 

      打安点 

(４)米 満 ４１０ 

(８)小 川 ３００ 

(６)前 田 ３１２ 

DH永 山 ３００ 

(７)岡 田 ２００ 

(３)内 山 ２００ 

３ 恒 川 １１２ 

(５)巻 木 ３１０ 

(９)長谷川 ２００ 

ＰＨ松 尾 １００ 

９ 中川昌 ０００ 

(２)高橋亮 ３００ 

    計  27４４ 

 

      回  打安責 

○東 野 ９  36７０ 

2015年度秋季リーグ戦 

第５週 ９月 30日 

１勝１敗 

亜 大 ０００ ０００ ０００＝０ 

駒 大 ２００ ０００ ２０×＝４ 

 

二
回
戦
、
初
回
に
２
点
の
先
制
点
を

挙
げ
る
。
そ
の
後
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
が
７
回
、
２
死
１

塁
か
ら
恒
川
大
輝(

法
２)

が
放
っ
た
２

点
本
塁
打
が
決
定
打
と
な
っ
た
。
投
げ

て
は
東
野
龍
二(

商
２)

が
９
回
７
安
打

完
封
の
好
投
を
見
せ
、
勝
負
を
第
三
戦

に
持
ち
込
ん
だ
。 

 


